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２０１８年１２月 

インダストリアル・バリューチェーン・ 

イニシアティブ 

ＩＶＩプラットフォーム 
２０１９のご案内 

参加企業募集開始！ 



(C) 2018. Industrial Value Chain Initiative 

データを核としたアーキテクチャーの進展 
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欧州／ドイツ 

アジア／日本 

アメリカ 

2 



(C) 2018. Industrial Value Chain Initiative 

IVIプラットフォームとは 

3 

 

 世界の情勢は、スマート製造（デジタル技術を活用したものづく）の
参照アーキテクチャーの議論から、スマート製造のプラットフォーム
（デジタルでつながるしくみ）の実装に焦点が移っています。 

これからの製造業の向かうべき姿は、データを活用した生産現場の
存在が不可欠であり、デザイン思考（ユーザー起点）から複数企業
が参加可能なオープンイノベーションが起きつつあります。 

要求機能を個別に実現するためのコンポーネントに対して、プラット
フォームはそれらの機能を組み合わせてより複雑で不確実で広範
囲な要求に対応するための環境を提供します。 
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IVIプラットフォームならではの課題解決 
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知財としてのデータのオープン＆
クローズビジネスモデル開発 

検査データ管理による品質保証
の強化と製造業の高付加価値化 

ブロックチェーンによる製造・金融
連携と中小企業の取引強化 

シナリオ１：加工データの拠点間流通と利活用 

シナリオ２：検査データ共有による課題発見 

シナリオ３：企業間の進捗データ共有と自動検収 

個別受注品あるいは試作品に対応して、
現場で対話的に作成したＣＮＣプログ
ラムを、部分的な加工条件やパラメータ
にまで分解して共有し、実際の注文は
ジョブと対応付けることで、原価、品質、
納期などの管理を拠点間で行う。 

メーカーからサプライヤーに支給品が到着
した時点でオーダ成立。工場内の資材の
通過点でＩｏＴの関所を設け、そこでロ
グ。必要な検査データは各関所でチェック。
完成し出荷可能となった時点で支払い
完了。メッセージを受け取ったメーカーある
いは３PLがワークを取りに行く。 

ロボットによるワークのローディング、アン
ローディング、および加工後の品質検査
（画像検査）の結果と環境データとを
紐づけ、エッジ内部で品質管理を行うた
め必要なデータを外部から取得。インシデ
ントが発生した際、エッジ内部のディープ
データより、原因を特定、改善につなげる。 

社会
課題 

社会
課題 

社会
課題 
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ことばの定義 

       

     ＩＶＩコンポーネント 
 
ＩＶＩＭに準拠したメタモデルによって定義されたソフトウェ
アおよびハードウェアからなり、つながるものづくりを構成
するために提供された製品またはサービス 
 

 

           ＩＶＩプラットフォーム 
 
ＩＶＩコンポーネントがデータを介して相互に接続することを
目的として、統一的に定義された手順やツールが提供さ
れ、複数の事業者が利用可能であるしくみ 

5 
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どのようなメリットがあるのか？ 
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広告宣伝 

早期実績 

機会増加 

工期短縮 

ブランディング 

標準化推進 

海外展開 

パンフレットは雑誌記事など
さまざまな媒体で宣伝します。 

インテグレーションの時間と
工数が激減します。 

個別の業務シナリオとツール
上でマッチングできます 

IVIロゴの掲載によりオープンな
取り組みとして訴求できます。 

独自の仕様からより標準的な
仕様への転換ができます。 

ハノーバーメッセなど海外
でも紹介していきます。 

IVIモデラーを利用し要件定期
から早期に実装が可能です。 
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申し込みの流れ 

1. 申し込み書を記入し事務局へ送付 

2. 詳細な記述フォームに内容を記入 

3. モデラーと辞書ツールにて内容を登録 

4. グレード１の登録審査申請を事務局へ送付 

5. 事務局から請求書を送付 

6. 審査ＷＧにて内容を精査 

7. プラットフォーム委員会にて審査 

8. グレード登録料の支払い 

9. グレード認定 
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第一次募集は 
２０１９年 
１月３１日まで 

第一次に申請されたプ
ラットフォームとコンポー
ネントはハノーバーメッ
セでの講演やパンフレッ
ト等で紹介されます。 



(C) 2018. Industrial Value Chain Initiative 

グレード認定 
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グレード１ 

グレード２ 

グレード３ 

IVIプラットフォーム申請企業 コンポーネント申請企業 

 プロフィールとともにＩＶＩモデラー
にモデル登録した 

 ＣＩＯＦ辞書ツールで連携に必要
なモデルを定義した 

 ＩＶＩ業務シナリオＷＧや実際の工
場で実際に利用した 

 共通辞書とのマッピングを定義し
変換可能となった 

 検証用ＰＦとの間でテストケース
を正しく送受信できた 

 継続的なサポートのための体制
としくみが整備された 

 連携のための統一的な手順や
ツールが共有された 

 ＣＩＯＦ辞書ツールで連携に必要
なモデルを定義した 

 構成するコンポーネントを透過的
に操作できた 

 連携ユースケースシナリオにそっ
た実証実験を行った 

 連携のための手順やツールが
IVIM/IVRAに準拠した 

 CIOF連携に必要な機能要件が
実装され提供された 

グレード１ 

グレード２ 

グレード３ 



(C) 2018. Industrial Value Chain Initiative 

IVIMによる業務シナリオとのマッチング 
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業務シナリオWGや各社で行う
TO-BEモデルの定義の中で、登録

されたコンポーネントが表示され、
その適用可能性が検討されます。 

IVI 
リポジトリ 

IVIが関連する多く
のWGやプロジェク
トで参照されます。 



(C) 2018. Industrial Value Chain Initiative 

コンポーネントの定義 
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モノ（デバイス）定義 

情報の定義 

ユースケース（シナリオ）定義 
コンポーネントチャートによる記述例 

グレード申請にあたり
内容や利用シナリオ
を定義してください。 
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プラットフォーム間連携のフレームワーク 

HCS HCS HCT HCT EAU 

送信側 
サービス 

辞書 

項目を 
変換 

ECU 

受信側 
サービス 

DTM 

連携 
ターミナル 

連携 
サーバー 

連携 
サーバー 

HDS 

SDD ADD ADD 

変換 
マップ 

DTM 変換 
マップ 

連携 
ターミナル 

項目を 
変換 

インターネット（暗号化） 

生産現場 
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ 

取引 
プロファイル 

取引 
プロファイル 

辞書サーバー 

生産現場 
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ 
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ECU EDU 

IVIプラットフォームとコン
ポーネントはCIOFの有力
な構成要素となります。 

辞書登録ではIVIモデラーで

定義された情報を変換しアッ
プロードできます。 
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CIOF辞書ツールによる登録 
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コンポーネントの機能を定義ため
「データ」「プロセス」「イベント」につ
いて内容をツールを用いて設定し
ます。この内容をもとにCIOF連携
のしくみが構築されます。 
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ステークホルダーとマッチング 
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IVIMリポジトリ 

サービス 
プロバイダ 

コンサル
タント 

コーディ
ネータ 

データ＆ 
ノウハウ 

プラット
フォーム 

IVIM 

エンド 
ユーザ（工場） 

ニーズ＆ 
困りごと 

業務 
シナリオ 

実装レイ
アウト 

コンポーネント 
ベンダ 

コンポーネント 
＆接続仕様 

ｻｰﾋﾞｽ 
ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ 

ﾃﾞｰﾀ 
ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ ①ユーザの要求に

対してコンポーネン
トをマッチング 

②あらかじめ登録
されたコンポーネン
トで要求を記述 

③プラットフォーム
上でコンポーネント
をテンプレート配置 

共通／個別 
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どのような特典があるか？ 

Ｗｅｂサイトで公開されます 
… 別サイトにて常設公開（レイアウト別途検討） 

ＩＶＩモデラーの辞書に登録されます 
… 業務シナリオＷＧ他、ＩＶＩ会員は無償で利用 

ＣＩＯＦ個別辞書に登録され対外的にも周知されます 
… 国プロおよび今後の連携ＰＪで活用、海外展開 

登録したユースケースが特徴をＰＲします 
… ユースケースハンドブック（案）、リポジトリ 

ＩＶＩのパンフレット等に記載されます。 
… プラットフォームはロゴ、コンポーネントは名称 

ＩＶＩ紹介用ＰＰＴでＩＶＩエバンジェリストが紹介します 
… 日本語、英語版でＰＲ、随時更新 

14 
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参加企業にとってのメリット 

• 認証（グレード）によって、提供する製品、サービスの
外部接続性、相互運用性を顧客に対して訴求すること
が可能となり、販売促進のポイントとなる。 

• 実際にインテグレーションのための費用と時間を削減
することが可能となり、販売数の拡大、利益率の向上
が見込める。 

• 相互接続可能な他社の製品やサービスとあわせて顧
客サイトに導入するケースが増え、ネットワーク効果に
より、Win-Winのビジネスモデルとなる。 

• IVIのロゴやネームバリュー、あるいはコネインへの対
応によるブランディングが可能となり、プロモーション
効果をさらに高めることができる。 

• IVIの辞書やモデラーなど、システム構築、連携のため
のツールを利用することで、自社の強みを強化しつつ、
未開拓な分野への展開も可能。 

15 
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グレード１申請必要な情報（データ） 

1. スコープの定義 
・・・業種、業態、業務、成熟度 

2. 機能の定義 
・・・特徴、効果、内容 

3. モデルの定義 
・・・ＩＶＩモデラー、ＣＩＯＦ辞書ツール 

4. ユースケースの定義 
・・・やりとりチャート、ロジックチャート 

5. サンプルの定義 
・・・モノコトチャート、見える化チャート 

6. 料金とサポートの定義 
・・・定型フォーマット 

7. （オプション）利用実績の登録 
・・・別途ツール、ＩＩＣとの協業など 

16 

まずはグレード認定を申請
しましょう。グレード１は、
必要情報、データを登録す
ることでクリアできます。 
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企業が支払う費用について 

•申請はプラットフォーム単位、コンポーネント単位
とする。登録するコンポーネントが２つの場合は費
用は２倍となる。 

• グレード申請時（承認時）に申請者は登録費用を
支払う。グレードに応じて協賛金が異なる。 

•協賛金は維持費用に相当し、グレードに変化がな
ければ協賛金を翌期以降（当該年度は登録費に
月割りで加算）に支払う。 

•実装会員の会費には、上記の申請を１および登録
を１つ行うにあたっての登録費と年度内の協賛金
に相当する費用を含む。 

17 
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IVIプラットフォーム、コンポーネント審査 

18 

大規模 小規模 

１００万円／口 ５０万円／口 

― ― 

２０万円／口 １０万円／口 

IVIプラットフォーム 

IVIコンポーネント 

IVIインテグレーション 

登録内容の種類 

 実装会員の会費、正会員、サポート会員の協賛金とは別に、審査請求のために
必要となります。 

 グレード１の審査に合格したプラットフォームおおびコンポーネントは、同一年度
内に限り、グレード２の審査費用が免除されます。 

 審査結果が不合格の場合であっても費用は返金されません。 
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正会員、サポート会員の協賛金 
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大規模 小規模 

１００万円／口 ５０万円／口 

１０万円／口 ２０万円／口 

２０万円／口 １０万円／口 

IVIプラットフォーム 

IVIコンポーネント 

IVIインテグレーション 

登録内容の種類 

 正会員、サポート会員のみが対象となります。実装会員は協賛金は不要です。 
 協賛金は、IVIプラットフォーム、IVIコンポーネント、IVIインテグレーションの登録が

完了した翌月から、年換算の月割り（１０００円未満切り上げ＋税）として請求され
ます。 

 審査および登録費用はふくまれていません。 
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実装会員の年会費（改訂） 
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大規模 小規模 

１００万円／口 ５０万円／口 

１０万円／口 ２０万円／口 

２０万円／口 １０万円／口 

プラットフォーム企業 

コンポーネント企業 

インテグレーション企業 

実装会員の種類 

 プラットフォーム企業は、IVIプラットフォームを1/口、IVIコンポーネントを3/口まで
登録申請できます。 

 コンポーネント企業は、IVIコンポーネントを1/口まで登録申請できます。 
 インテグレーション企業は、IVIプラットフォームを1/口、またはIVIコンポーネントを

3/口まで設定できます。 

（２００万円／口） （１００万円／口） 

（４０万円／口） （２０万円／口） 

括弧は申請料込みの場合 
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連携可能なコンポーネントの追加登録 
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大規模 小規模 

― ― 

２万円／口 １万円／口 

IVIプラットフォーム 

IVIコンポーネント 

IVIインテグレーション 

登録内容の種類 

 コンポーネントは、プラットフォームに登録されます。登録されるプラットフォームか
らの承認が必要となります。プラットフォーム1/口までは無料で登録できます。プ
ラットフォーム企業またはプラットフォーム協賛企業は、3/口まで無料です。 

 インテグレーションは、プラットフォームまたはコンポーネントに登録されます。登
録されるプラットフォームまたはコンポーネントからの承認が必要となります。プ
ラットフォーム1/口、またはコンポーネント3/口までは無料です。 
 

１万円／口 ２万円／口 
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よくある質問（FAQ） 

•登録申請しても登録されないことがありますか？ 
• グレード１は、必要な登録内容の形式審査となりますの
で、相互運用のために必要な情報が提示できていない
場合は登録されません。 

•登録情報は公開されますか？ 
• 審査のためにご提示いただいた情報およびデータは、

IVI会員に開示されます。また、その一部は英語化され
海外を含めて一般にも公開されます。 

•誰が審査するのですか？ 
• IVIのプラットフォーム委員会にて審査します。グレード２、
グレード３については、評価項目の一部を外部に委託
する場合があり、その内容も加味します。 

22 
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よくある質問（FAQ） 

•申請費用の支払いのタイミングはいつですか？ 
• 申請書を受理した時点で、請求書を発行します。実装
会員の場合で、入会時に申請があった場合は会費の
請求とあわせて発送します。 

•協賛金の計算方法と支払い方法は？ 
• 審査後、IVIから登録通知とともに請求書を発送します。
費用は、登録の翌月から年度末までは月割りとなり、
翌年度より会費請求と同じタイミングとなります。 

•実装会員で登録申請しない場合の費用は？ 
• 実装会員の年会費は、正会員、サポート会員の協賛金
の１口分と同額であり、１口分まで免除となりますが、
登録がない場合でも減額されません。 

23 
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よくある質問（FAQ） 

• IVIプラットフォームのロゴはいつ使えますか？ 
• 登録申請後の審査で合格し、IVIから登録通知が送られ
た登録日以降に可能となります。プレスリリース等もこ
の日付以降でお願いします。 

•登録の有効期間はありますか？ 
• 登録されたIVIプラットフォーム、IVIコンポーネントの有
効期間は登録日から３年です。登録を継続するために
は、それまでに、再度登録申請を行って下さい。 

•年が変わった場合のロゴの切り替えは？ 
• 登録プラットフォーム、コンポーネントは以降、毎年１０
月より翌年に向けて情報の更新をしていただくことで、
新たな年のロゴが利用できます。 

24 
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よくある質問（FAQ） 

• グレード２、グレード３について教えて下さい。 
• グレード２は、IVIの業務シナリオWGの実証実験、IVI未
来テストベット等で具体的な実装を行い、その成果をも
とに認定します。グレード３は本年度は実施しません。 

•連携可能なコンポーネント登録の方法は？ 
• コンポーネントはIVIプラットフォームまたは他のIVIコン
ポーネントとの連携、インテグレーションは、 IVIプラット
フォームまたはIVIコンポーネントからの認定をうける必
要があります。 

•連携可能かの認定の基準はありますか？ 
• 登録されたIVIプラットフォーム、IVIコンポーネント自身
が、連携可能なコンポーネントまたはインテグレーショ
ンを認定します。IVIはそのガイドラインのみ示します。 

 
25 
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よくある質問（FAQ） 

• どのレベルまで開示する必要がありますか？ 
• コンポーネントの場合、データモデル、プロセスモデル、
イベントモデルの開示が必須です。情報の粒度はIVIが
提示する辞書および参照モデルにしたがってください。 

• IVIモデラーの利用は必須ですか？ 
• IVIモデラーは申請に必要な内容を登録するためのツー
ルとして提供されますが、利用は必須ではありません。
指定フォーマットのCSV形式での提出も可能です。 

• マッチングイベントはありますか？ 
• 本年度はイベントとしての実施はありません。登録され
たコンポーネントは、年間を通してIVIモデラーの中で
マッチングができるしくみとする予定です。 
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参加の方法 
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第1次申し込み〆切 

2019年1月31日（木） 

まずは申込み書に記入の上で事務
局までお送りください。（グレード申請
時まで請求は発生しません。） 

ハノーバーメッセ
（４月）およびIVI
パンフレット掲載 


